







































































































回っていたが，平成 23年度卒から平成 28年度卒までは 69%以上の回答者が保育者の職に就い
ており，特に平成 27年度卒は 88.7%と高い割合を示した（表 1）。現在の勤務先（表 2）は，保
育所が 54.5%，幼稚園が 15.6%，幼保総合施設・認定こども園が 6.8%であり，回答者の約 8割
表 1　回答者の卒業年度内訳
全体 現在保育者として勤務している者
人数（人） 割合（%） 人数（人） 各年度の全体人数に対する保育者の割合（%）
平成 22年度  22   7.1  13 59.0
平成 23年度  34  11.0  24 70.6
平成 24年度  43  14.0  34 79.1
平成 25年度  33  10.7  23 69.7
平成 26年度  59  19.2  42 71.2
平成 27年度  53  17.2  47 88.7
平成 28年度  64  20.8  51 79.7
合計 308 100.0 234 -
表 2　現在の勤務先（全回答者対象）
保育者
現在の勤務先 人数 （人） %
保育所 168  54.5
幼稚園  48  15.6
幼保総合施設，
認定こども園  21   6.8
企業   9   2.9
公的機関   7   2.3
その他  45  14.6
回答無  10   3.2
合計 308 100.0
その他内訳 人数 （人） %
放課後クラブ  1   2.2
施設（社会福祉）




 3   6.7
病院  2   4.4
主婦  4   8.9
その他  1   2.2
















保育士 178  57.8
幼稚園教諭  47  15.3
保育教諭  20   6.5
会社員   7   2.3
その他  37  12.0






































平成 22年度   3  23.1  6  46.2  4 30.8 0 0.0  13
平成 23年度   6  25.0  6  25.0 12 50.0 0 0.0  24
平成 24年度   9  26.5 19  55.9  6 17.6 0 0.0  34
平成 25年度   4  17.4 19  82.6  0  0.0 0 0.0  23
平成 26年度   4   9.5 38  90.5  0  0.0 0 0.0  42
平成 27年度  42  89.4  4   8.5  0  0.0 1 2.1  47
平成 28年度  51 100.0  0   0.0  0  0.0 0 0.0  51





















平成 22年度  0  0.0  0  0.0 11 84.6  2 15.4  13
平成 23年度  0  0.0  3 12.5 14 58.3  7 29.2  24
平成 24年度  1  2.9 19 55.9  4 11.8 10 29.4  34
平成 25年度  0  0.0 21 91.3  0  0.0  2  8.7  23
平成 26年度  0  0.0 31 73.8  0  0.0 11 26.2  42
平成 27年度 28 59.6  3  6.4  0  0.0 16 34.0  47
平成 28年度 34 66.7  0  0.0  0  0.0 17 33.3  51










正規 205  87.6
非常勤   7   3.0
派遣   1   0.4
パート・アルバイト   3   1.3
任期付   1   0.4
契約   2   0.9
臨時   6   2.6
嘱託   2   0.9
準正規   1   0.4




　 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 回答無 各学年合計
1年次
人数（人） 0 0 0 1 0 1
 % 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 
2年次
人数（人） 1 3 1 0 0 5
 % 20.0 60.0 20.0 0.0 0.0 100.0 
3年次
人数（人） 4 0 13 26 4 47
 % 8.5 0.0 27.7 55.3 8.5 100.0 
4年次
人数（人） 54 59 28 2 6 149
 % 36.2 39.6 18.8 1.3 4.0 100.0 
合　計
人数（人） 59 62 42 29 10 202

































































1 自主的に見学に行った。 162 68.4
2 自主的に職員に会いに行った。  66 27.8
3 インターンシップ・ボランティア・見学に参加した。 163 68.8
4 働きたい理由を整理して考えた。 178 75.1
5 パンフレットやホームページを読み込んだ。 167 70.5
6 理念，仕事内容，就業環境について理解した。 167 70.5
7 職場の課題を調べ，改善案を提案した。   3  1.3
8 面接で本音を堂々と話した。 114 48.1
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